
多くの円盤銀河で、回転速度測定(回転曲線)に基いた質量分布の研究が行われてきた。しかし、天の川銀河は外か
ら観測できない特殊な銀河の為、これまで質量分布を精度良く求める事が出来なかった(距離の不定性が原因)。
我々は2009年より、VERAによる精密距離(年周視差)測定から天の川銀河の回転曲線を構築し、質量分布(銀河の
基本物理量)を研究している(Outer Rotation Curve project)。

ORCプロジェクトの現時点での結果から、天の川銀河の回転曲線は、～14 kpcまでは平坦である事が分かった。
我々は2016-2017年中に、プロジェクトで最終的に得られる約30天体の年周視差結果を、まとめ論文として発表する。

概要

背景：大量のダークマターの発見 & 天の川銀河の回転曲線

結果 & 考察 & 今後
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1914年：V.M.Slipherが円盤銀河の光学分光観測を行い、銀
河の回転運動を検出。

力学平衡(遠心力=重力)の仮定の元、円盤銀河の質量分布(

銀河の基本物理量)の研究が行われる。

1931年：Karl G.Janskyが宇宙電波を初めて観測し、星が光っ
ていない領域まで広がっているガスが観測可能に。
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アンドロメダ銀河の、回転速度(V) vs 半径 (R)

回転曲線と呼ばれる。
赤線：星の輝度が質量に比例していると仮定して得

られたモデル(十分外側ではケプ ラー回転
= V∝ R-1/2に従う)。

白線：実際の観測結果。星が無い領域でも回転速度
が一定 ------> 大量のダークマターの示唆

フラット !

ダークマターの示唆!
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1970年代：Vera C.Rubinらが、アンドロメダ銀河(お隣の銀河)

の回転速度の一定性を指摘
---> ダークマターの発見！

終端速度○

距離の精度〇

研究手法 & 目的：VERAによる銀河系外縁部回転曲線の構築・質量分布の解明

太陽

終端速度×

距離の精度×

2000年前：天の川銀河の質量分布は、距離測定の不定性に
より、特に太陽より外側で誤差が大きい。

---> 銀河系外縁部の質量分布は良く分かっていない！

終端速度（視線速度の極大値）
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銀河中心
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終端速度を与え
る点の集合

銀河系天体までの距離を最も精度よく求め
る方法は、年周視差測定である。銀河系ス
ケールで視差測定を行うには、視力6万(空
間分解能～1ミリ秒角に相当)程度が必要。

VERAで銀河系外縁部の星形成領域
の年周視差測定を行い、銀河系外縁
部の質量分布を解明する。

Outer Rotation Curve project
-

※天体選定には、Arcetriカタログ(Valdettaro+01), 

Sunada+07, Wouterloot+89 & 91を引用した。

~15 kpc

ORCプロジェクトの結果(♦) 📡銀河系外縁部回転曲線の分散が小さくなった。
→~14 kpcまでは平坦である。
→Reid+14と同じ結論。
※ORCの結果から、Reid+14の結果を、独立したデータ
を使って補強する事に成功した。

📡視差が未検出だった7天体の視差計測に成功。
→ORCの結果を使って、個々の星形成領域の物理
量を詳細に求められる。

📡 2016-2017に、ORCのまとめ論文を投稿・出版
約30天体分の年周視差測定の結果を、2016-2017

年中に投稿・出版することが目標。

📡銀河系質量分布(基本物理量)を基に新たなサイエン
スを展開 (今後の課題)

※Sofue et al. (2009)の結果に、ORCプロジェクトの結果(♦)を重ねた。
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